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太陽フレアは太陽におけるよく知られた現象であり、膨大なエネルギーが短時間（数分～数時間）で解放され

る。特に、高エネルギーの EUV,軟 X 線は静穏時と比べて増加量が大きく、電離圏に大きな影響を与え、電子密度

が増大し TEC 値を増大させることはよく知られている。しかしながら、この TEC 値の変化が異なるスペクトルを持

つ、様々な太陽フレアによって、どのような違いを示すかは、これまで詳細には調べられていなかった。我々は、

比較的大きな、TEC 変動を調べやすいフレア（GOES クラス M～X２８）複数個について、GPS 衛星観測から TEC

値の変化を求め、その太陽天頂角依存性を調べた。結果、従来知られていたような太陽天頂角依存性の存在を示し

たが、この依存性が個々の太陽フレアで大きく異なっていることを明らかにした。この違いは、太陽フレアにおけ

る EUV,軟 X 線領域でのスペクトルの違いで説明できる可能性がある。本発表では、GPS-TEC 観測と EUV,軟 X 線ス

ペクトル観測両者を対応させ、統一的な解釈を試みる。 


